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非常用照明
EmergencY Lighting Eq=Pment

Ouiteafewc∂SeSOftragedieshavebeenreportedwhichtookplaceinthefireof

la｢ge buiIdings o州v because emergencvexitswerenotclea‖vshown,Thisa付cle

dealswithemerge=CV【ighti=gequ-Pme=tWhichprovides=eCeSS∂｢∨】ighttoref=geeS

even when the mains supply has failed.Problemsconcerningthissorto†lighting

eq川Pme=tS=Chasofficial｢eg=latio=SO=emerge=Cylig仙=g′designofemergencv

i‖umhation.eme｢gencvlightingfittlngS′etC.aredescribed.

t】 緒 言

穀近の建築物では,人工解明の重要性がますます高くなっ

てきているが,同時に地宗,火災,その他の災害あるい.は単
粒などの場合にパニックによる混乱を防止し,秩序ある避難

活動をn†能にするための照明も不可欠のものとなってきた｡

このような非常用月即事ほ設備に閲し,法律面では｢建築一枝準

i去+によって非常用照明装置,｢消防法+によって誘導灯の設

置が義務づけられてし､る｡前者の非′浴用照明装置は,非常用

電源の照明器具内蔵形と別置形とに大別され,一般的には中

規悦(約2,000m2)以下の建築物には内蔵形が,大規模な建

築物には別置形が経済的である｡

本稿では主として`竜源内蔵形の非儒川照明設備に関して述

/ヾる｡

臣l 関連法規

昭和45年12月2しJ付で｢建築巷準法施行令+が改止され,

昭和46年1月1｢1以降着工する建築王物は非常用の照明装置を

設備することが義務づけられた｡(1-

｢建築基準法+のほかに関連する法規としては,｢消i;ガ法+

で規制される誘導灯がある｡誘や灯は避難する場所,方向な

どを明示する標識灯的な役めをし,向法が-一一体となってより

′左仝が確保される｡｢建築基準法+による非常用照明装置の概

要は次のとおりである∴21

2.1 設置基準

非常用照明器具の設置を義務づけられている建築物は次の

とおりである｡

(1)デパート,映ili噸富などイこ特定多数の人が利用する建築物

(2)ある一定以_卜の面積を有する建築物など｡

これらの建築物の避難経路を主体に,通常,照明を必要と

する場所にはすべて非常用照明器具を設置しなければならな

い｡

2.2 非常用照明器具

(1)蓄電池により非常日寺1400cの高温ふんい気中で30分間点

灯を継続し,直接照明で1lx以上の照度を維持する目的に適

するものであること｡

(2)主要部分には不燃材を使用すること｡

(3)光源は適時点灯する性能を有すること｡

2.3 電源およぴ-配線

電着原は常用電源が断たれた場合,自動的に接続され非常用

照明器具を30分間継統,して点灯させることができるものであ
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ること｡また戸氾線は600V耐熱ビニルう電線またはこれと｢i巧守

以_卜の耐熱作を有するて電線を使用し,耐火梢造の_主要構造部

に増設,またはこれと同等以_Lのl坊火措置を.満じたものとL

なければならない｡

田 非常用照明器具

3.1 種 類

非′さ丁与■用照明器具は,その用途から各純の要■求があり,人別

すると表1のように分類することができる｡

すなわち,`【電源1勺蔵の有無､非北口寺に点灯する光i原をうF瑞

帖 一般光源として使用するか否かによって分類することがで

きる｡また光源としても椎々なものが考えごっれるが,池畔点

灯という規;削があるため,現二在実川化されているのはそのは

とんどが∩熱電球とラビッドスタート式[回路に佗梢されるけ

い)ヒランプの2稚類である｡

3.2 非常用照明器具

汎用の照明器具と異なI),非常朋照明器具とLて考寝しな

ければならない止は,恥光特性とIRiif熱件である｡】

3.2.1 配光特性

非浦川照明器具は,故紙照度1lx(けい光灯の場でナは瑞iふミ_

帖21Ⅹ)となるように設置されなければならないから,なる

べくJエい配うと特惟を有する月即明昔話旦が苧まLい｢,LかL､ノ～;i'

咋,非ノfi川1字ともにIJトー光源を点灯する非常朋照明器具の暢で㌣､

非常時の軋光特作に市点をおいた設計とすると,ノ.甘時∴‡灯時

に同一一場所に伸輔される汎用の照即ほ差具との配うと牛与件の尤が

表l 非常用照明器具の分鞍 非常用照明器具を電源内蔵の有無およ

び非常時点灯する光)原を平常時にも使用するか否かによって分筆頁Lた｡

Tablel Classけication of Eme｢gencyLighting Fittin9S

非常用照明器具 種 別 適 用

非常用照明器具

電池内蔵形

および電;原

別置形

専用形 非常時のみ点灯する器具

併用形
非常時および平常時にも同一光源が点灯す

る器具

組込形
一般器具に非常時のみ点灯する光源を組み

込んだ器具

*｢1立嘗望作所亀戸灯具+二〕湯
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問題となり,さらに照明器具そのものの形二伏,寸法も異なる

などの問題も生ずる｡そのためにこの場合,汎用の照明器具

と向一 一の配光,形状の非常用照明器具としている｡図1にホ

Lたのは,けし､光灯20Wl灯用の併用形非ノさi川川卯月器只･の-･

例である｡

非常川光源として白熱灯を梢し､た専J‾lj升ラ非借間照叫ほ旨具で

は前記併用形の場ナナと異なり,独自の批光特性とすることが

Lけ能である｡図2にホLたのは専同形の20W[1熱灯ダウンラ

イトであるが,二の器具は反射枇を比較的浅く L,狭月〈り杉配

うLとしたものである｡-･般の即岬】にぉいては,ブミJ｢試さが砧

くなればより高出力の九i原をイ射‾】jするが,1■は源1ノ小歳形非ノ,甘用

照明器比においては,`心掠容量にl災界があるため大井i亡iさに

応じてF妃)ヒ特性を変えることになる(〕

図3は図1および図2に示Lた非′パ=f川即リーほ差異の配光曲線

ならびに各解明器具1灯あたり規定只糾空の和られる範開を示

したものであるが,二の場合では大ル高さが4m以‾卜ではけ

し､光灯が､4mを越える高さでは白熱灯のほうが右手りである

といえる｡.

図】 けい光灯器具 20Wl灯用電池内蔵形けい光灯器具を示す｡

Fi9.1Fluo｢escent Lighting Fitting fo｢Eme｢gency

図2 白熱灯ダウンライト 20W電池内蔵形白熱灯ダウンライトを示

す｡

Fig.2 DownJight oflncandescent Lamp fo｢Eme｢gency

90度

光度又

0度

20Wl灯けい光灯逆富士形

90度

光度

0度

20Wl灯白熱灯ダウンライト

天井高さ

範囲(m2)(m)
2 3 4 5 6

最大取付

高さ

器
具

けい光灯 9 10 8.5 4.3 5.8

白熱灯 8.4 10 7.3 6.7 6.3 8.2

注:天井高さと規程照度範囲を示す｡

図3 非常用照明器具の配光曲線 広照形配光と狭照形配光の器具を

天井高さにより使い分ける｡

Fig･3 Curve of 仙te=S-ty Dist｢ibutio= Of Eme｢ge=CyJighti=g

Fittin9S

3.2.2 而寸熱 性

非′パ=朋考i明器具は,火災発生時を考慮Lて1400cのi‡一石f上.L∴ん

い乞t小で30分r;ルて･二灯を継続する性能が安求されているため,

月即サほ旨具を構成する材料について耐熱作を考佑L, ト安什料

としては二大のものを使用している｡

(1)灯休…･･･鋼枇

(2)ノ左線‥…･耐熱ビニル電線

(3)ランプソケット‥…･熱硬化性樹脂または砧紹旨製

(4)絶縁材料…‥･E械

(5)拡散性透光村‥…･ガラスまたは1号属製ルーバ

図4にホしたのほ,非北用照明器其の刷‾熱試験データであ

り,点灯柑洞30分に対し十分余裕がある｡
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図4 耐熱試買粂 川0｡cの高温ふんし､気中における点灯時間を示す

Fig.4 Heatlng Test
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田 非常用照明器具内蔵用点灯装置

借用1富源が断たれた場合,非瑞灯を点灯するためには-‾干場

言=E源および非′.;;‡灯点灯装置が必要である｡

4.1 予備電源

¶戸備電源には別置形と非佑輔月そi明器具内蔵形とがあるが､

いずれも充屯可能な蓄電池を用し､,′一こii一閃電源が断たれたとき

にのみ非瑞灯を′た灯し,常時は完全充て引二保つようにしてい

る｡また別置形では給蓄1電池,アルカリ蓄電池を,内蔵形で

は寓閉形二lソケルカドミウム蓄て電池を開いている｡

4.2 点灯装置

非′㌔打用月糾明器具内蔵用点灯装置の具備すべき機能は,

(1)ノ.甘時は予備電源である蓄電池を充1左すると同時に必要に

応じて常用う電子原での点灯[i‾亘柑各に切り放える｡

(2)非ノ椚寺には予備′■電源に切り換えて,非常用光源を所定咋

1札･.▲ヱ灯させる｡

ことである｡

この機能をイすするためには,図5にホLたように′さ三‡用電源

と予備ノ荘源である苔'荘ブ也との1カ換【_りj路および蓄電池の允1註回

路ならびに非瑞川光源の一た灯【uほ各が必要となる｡

4.2.1切換回路

仙Jf】するJ卜論'用光i仮によって点灯河路が単なるため,切換

えの必二安なLr!川各数は多いも･のでは4日_-川各となる.こ､同帖に4レ月

主格の切･換えを行なうため､切換素r一 作柑各〕とLて交†充継電

器を川いることとLた｡非借用照明器具では定期的に動作の

確認を行なうとき継`在器を動作きせるのみであるから,一一般

の使い方に比率交し動作頻(ひん)性は極端(三少なく,たかだか

2～3回/年である｡さらに切り扱わる回路の最低電圧は画

さ充12V以下であるので,接点の変化,ほこりの付着など佐川

場所の畏≠響を′安けにく くするためにカバーイトとし,接点材質

および表面処稗など考慮Iノたむのを條川することにしたし〕な

お,耐熱性を持たせるためカバー材質はナイロンとした.コ

4.2.2 充電回路

充う二正円路は絶式壌形充`.=にトランス､整流.用ダイオーードおよび

允`iに桐抵抗器から成り､常時は蓄う宅i也の允`.一にを継続する｡す

√＼J
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非常灯点灯装置

図5 非常灯点灯装置のブロニソク国

電し,非常時には予備電源にて点灯させる｢
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光

源

常時は予備電源(蓄電池)を充
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なわち､トリクル充′遥であるため充電電子充は蓄電池定格容量

の約去である｡

4.2.3 点灯回路

非ノさ;ち一円光源が白熱灯の場†ナは特別に点灯担j路を設ける必要

がなく,苫う電ブ也で点灯できるが,けい一光ランプの場合には12

V以‾Fの直流電圧を点灯‾叶能な電圧にまで昇圧しなければな

らない｡昇†主,点灯するために,ブロッキング発振回路を用

いたトランジスタインバータを採用しているが,-3〕けい光ラン

プは止灯周波数を高めると発光効率が増加するとし､う特性が

あるため,20kHz以_Lの同i妓数としている｡

耐熱惟に対Lては使用電乞ほ】;はいずれも材質を選択すると

ともに才貝失を極力減らすよう考唐している｡

図6ほ,図1に示した非′さi川ヨ月弔明器具の非常点灯時の特性

である｡

日 配光特性と照明設計

非′.i;与一吊照明器具は,非′粁ノキ灯時の照度が最低照度で規制さ

れているた･め,照叫設計にあたっては逐点法によって直射照

度を求めなければならないので注意を要する｡図7に従って

計算手順をiさ妃明する｡

①の配北柏線より(参の高さをパラメータとする照度分布を

次式により求める｡配光が非対称な場合はA-A,B-B方

向の解任曲線岡を別々に作成する｡

Eo=穿cos3β
ニニに､Eo:納期水平面照度(ⅠⅩ)

ん:J未向から器具までの取付高さ(m)

Jβ:鉛直角β方向への光度(cd)

β:鉛直角

得られた初期月別空Enに対して保守率などを考慮した必要照

J空E(1Ⅹ)を求めて,(卦の等照度分布を実際の取付け高さに

よって④の灯具間隔早見間を作成することにより,天井高さ

がi大二道すると器具配置のf央完が簡略化される｡

実際の照明設計ではカタログなどに掲載されている(卦,(彰

などグ)手引でい東1を川いて算出Lている｡
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注:● バッテリー電圧

Xランプ光束比

蓄電池端子電圧
●･-●一■■■-●一■■-■■●-■●●■--●-

ランプ光来此■---x--…×----×-t--X--一一X■-■-×-■

0 20 40

点灯時間(mi【)
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図6 20W非常用けい光灯点灯装置の特性 60分点灯後では蓄電池

電圧はIlV,ランプ光束比は50%1よ上と規格に対Lては余裕がある｡

Fig･6 Cha｢acte｢istics of Eme｢9enCy Lighting Eq山Pment fo｢

20W Fluo｢escent Jamp
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図7 非常用照明における配光特性と設計手順 2い〟l灯用電池内蔵逆富士形器具の場合を示す｡

Fig･了 +==1i=0=Sl=te=S■ty Dist｢ib=tiorla｢-d Design P｢ocess oflll=mi=at■=g

【司 結 冨

井′活用照明装置は,｢建築基準法+によって設置を義務づけ

られてから約3年経過L,用途に応じて照明器具の種類もそ

ろいつつある｡

ノト接はけい光灯の場ナナには,インバータl_口1路の効率向上に

よって,より帆布呈蓄屯他の佐川を可能にして経済性を高め

るとともに,多様化する 一般用解明川器具に応じて,機椎の
允実を阿っていきたい(,
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